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８
月
５
日
、
２
年
２
か
月
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
厚
生
科
学
審
議
会

疾
病
対
策
部
会
造
血
幹
細
胞
移
植

委
員
会
（
以
下
、
審
議
会
）
の
席

上
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
け

る
、
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
（
以
下
、非
血
縁
Ｐ
Ｂ
移
植
）

の
導
入
が
、
正
式
に
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

非
血
縁
Ｐ
Ｂ
移
植
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
か
ら
８
年
前
の

2
0
0
2
年
の
審
議
会
に
お
い
て

最
初
の
検
討
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

翌
2
0
0
3
年
に
血
縁
者
で
の
末

梢
血
幹
細
胞
移
植
の
ド
ナ
ー
が
白

血
病
で
死
亡
し
た
事
例
が
報
告
さ

れ
た
こ
と
で
、
安
全
性
が
疑
問
視

さ
れ
、
検
討
は
一
時
中
断
、
造
血

細
胞
移
植
学
会
（
以
下
、
学
会
）

で
の
血
縁
者
間
移
植
で
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
状
況
の
報
告
の
み
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
３
月
に
行
わ
れ
た

審
議
会
に
お
い
て
、学
会
か
ら
調
査

報
告
が
な
さ
れ
、
骨
髄
バ
ン
ク
で
の

非
血
縁
Ｐ
Ｂ
移
植
の
実
施
に
む
け

た
早
期
準
備
が
提
言
さ
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
骨
髄
移
植
推
進
財
団
で

は
同
年
７
月
よ
り
、
P
B
S
C
T

に
関
す
る
委
員
会
に
て
導
入
に
向

け
た
具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
回
の
正

式
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
会
や
厚
生
労
働
科
学
研
究
班

の
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、

ド
ナ
ー
の
安
全
性
や
患
者
の
生
存

率
が
高
い
こ
と
、
諸
外
国
で
は
Ｐ

Ｂ
移
植
が
標
準
治
療
で
あ
り
、
導

入
さ
れ
る
こ
と
で
ド
ナ
ー
と
患
者

に
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
よ

り
多
く
の
患
者
救
命
に
繋
が
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
財
団
か

ら
も
、
採
取
前
後
の
安
全
管
理
体

制
、
健
康
被
害
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
、

導
入
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
特
に

異
議
は
唱
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

導
入
の
背
景
に
は
、
麻
酔
医
の

不
足
、
手
術
室
確
保
の
困
難
さ
等
、

採
取
施
設
側
の
問
題
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
よ
う
で
す
。

　

10
月
か
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｐ
Ｂ
移
植
は
一
定
の
条
件
を

満
た
す
一
部
の
ド
ナ
ー
に
限
っ
て

選
択
で
き
、
ま
た
採
取
や
移
植
も

一
部
の
施
設
に
限
っ
て
行
な
わ
れ

ま
す
。

　

ド
ナ
ー
は
、
①
理
解
が
求
め
ら

れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
骨
髄

バ
ン
ク
で
の
骨
髄
提
供
経
験
者
で

あ
る
こ
と　

②
Ｈ
Ｌ
Ａ
が
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
８
つ
全
部
一
致
し
て

い
る
こ
と　

③
連
続
し
た
期
間
、

G
-C
S
F
を
投
与
す
る
た
め
に

決
め
ら
れ
た
採
取
施
設
に
通
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と　

が
条
件
に
な

り
ま
す
。

　

G
-C
S
F
は
４
〜
６
日
連
日

投
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で

す
が
、
入
院
か
通
院
か
は
施
設
判

断
に
よ
る
そ
う
で
す
。

　

10
年
間
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
で
の
結
果
は
あ
る
も
の
の
、
そ

れ
以
上
の
長
期
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　

３
泊
４
日
の
骨
髄
採
取
で
さ
え

難
色
を
示
す
人
も
多
い
の
に
、
限

ら
れ
た
施
設
に
数
日
間
通
院
し
、

薬
剤
投
与
を
受
け
た
上
で
入
院
し

て
採
取
を
行
う
こ
と
を
、
登
録
呼

び
か
け
の
短
い
時
間
の
中
で
ど
こ

ま
で
理
解
を
広
げ
ら
れ
る
も
の
な

の
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
全
国
で

千
人
以
上
い
る
全
て
の
説
明
員
に

対
し
て
、
登
録
呼
び
か
け
の
た
め

に
必
要
な
非
血
縁
Ｐ
Ｂ
移
植
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
・
研
修
が
お
こ

な
え
る
の
か
ど
う
か
…
…
。

　

不
安
を
あ
げ
れ
ば
、
キ
リ
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
10
月
か

ら
試
行
的
で
あ
れ
非
血
縁
Ｐ
Ｂ
移

植
は
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
可
能
な
限
り
委
員
会
を
傍
聴

し
、
各
地
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
共

に
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
10
年
に

渡
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実

施
し
た
血
液
内
科
医
の
取
り
組
み
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
真
摯
な
議
論

が
あ
っ
て
の
事
業
開
始
で
あ
る
と

も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
患
者
救
命

に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
利
便
性
だ
け

で
は
な
く
、
ド
ナ
ー
側
に
立
っ
た

安
全
性
重
視
の
観
点
で
本
事
業
を

見
守
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
真
の

意
味
で
の
患
者
と
ド
ナ
ー
の
シ
ス

テ
ム
に
な
る
よ
う
に
進
言
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
加
盟
団
体
で
あ

る
「
公
的
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す

る
東
京
の
会
」
の
会
報
「
東
京
の

会
通
信
」
の
２
つ
の
記
事
を
巡
り
、

骨
髄
移
植
推
進
財
団
元
常
務
理
事

堀
之
内
敬
氏
が
、
東
京
の
会
お
よ

び
作
家
で
元
財
団
職
員
の
遠
藤
允

氏
を
相
手
取
っ
て
、
記
事
の
削
除

と
1
0
0
0
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
て
起
こ
し
た
裁
判
で
、
７
月

26
日
東
京
地
裁
に
お
い
て
、
判
決

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

判
決
は
記
事
の
一
部
削
除
と

30
万
円
の
損
害
賠
償
を
命
じ
る
も

の
で
、
東
京
の
会
に
と
っ
て
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
京

の
会
は
議
論
の
末
控
訴
し
な
い
こ

と
を
決
定
し
、
加
盟
団
体
や
支
援

者
宛
に
報
告
と
支
援
へ
の
お
礼
の

文
書
を
発
信
し
ま
し
た
。
東
京
の

会
が
文
書
の
中
で
明
ら
か
に
し
た

会
と
し
て
の
判
断
の
概
要
は
以
下

の
通
り
で
す
。

①
判
決
は
削
除
の
対
象
と
な
っ
た

会
報
の
２
つ
の
記
事
に
つ
い
て
、

「
専
ら
公
益
を
図
る
目
的
に
出
た

も
の
」
で
あ
り
「
原
告
に
対
す
る

人
格
攻
撃
や
中
傷
等
が
目
的
で

あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

し
て
、
公
益
性
を
認
め
て
い
る
。

②
記
事
、
特
に
遠
藤
允
氏
の
投
稿

記
事
に
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
原

告
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
、

立
証
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
判
決
に
な
っ
た
が
、
執

筆
者
の
遠
藤
允
氏
よ
り
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー

ス
を
秘
匿
す
る
と
の
意
思
表
示
が

あ
り
、
控
訴
断
念
の
意
向
も
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
証

言
・
証
拠
を
控
訴
審
に
提
示
す
る

こ
と
は
困
難
と
判
断
し
た
。
他
方
、

編
集
者
雑
記
の
記
事
に
つ
い
て
の

事
実
関
係
に
つ
い
て
、判
決
は「
被

告
会
が
上
記
摘
示
事
項
が
真
実
で

あ
る
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
な

理
由
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相

当
」
と
し
て
、
東
京
の
会
の
主
張

を
概
ね
認
め
て
い
る
。

③
財
団
元
総
務
部
長
、
山
崎
裕
一

氏
の
解
雇
に
係
る
労
働
契
約
上
の

地
位
確
保
裁
判
で
、
山
崎
氏
の
財

団
復
帰
を
認
め
る
和
解
協
定
が
成

立
し
、
離
退
職
者
の
減
少
や
職
員

定
着
化
に
向
け
た
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
京

の
会
の
目
指
し
た
財
団
の
正
常
な

労
働
環
境
整
備
に
向
け
て
一
定
程

度
の
改
善
が
み
ら
れ
、
本
裁
判
を

お
こ
な
っ
た
意
義
は
そ
れ
な
り
に

達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
国
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
、
裁

判
の
経
過
報
告
と
東
京
の
会
へ
の

支
援
を
呼
び
か
け
る
集
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
側
面
か
ら
支
援
し
て

き
ま
し
た
。
判
決
結
果
は
残
念
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

東
京
の
会
の
主
張
も
か
な
り
認
め

ら
れ
て
お
り
、「
本
来
の
活
動
に

専
念
し
た
い
」
と
す
る
東
京
の
会

の
判
断
を
全
国
協
議
会
と
し
て
支

持
す
る
も
の
で
す
。
支
援
い
た
だ

い
た
加
盟
団
体
お
よ
び
個
人
の
皆

さ
ま
に
、
東
京
の
会
と
と
も
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
移
植

10
月
か
ら
の
導
入
を
審
議
会
で
確
認

東 

京 

の 

会 

裁 

判 

で 

判 

決

　

６
月
５
日
に
全
国
協
議
会
設
立

20
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
た
こ

と
は
本
紙
2
1
7
号
で
お
伝
え
し

た
と
お
り
で
す
。
当
日
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
っ
て
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

　

こ
の
記
念
品
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
の
は
陶
芸
家　

神
山
清

子
さ
ん
で
し
た
。
神
山
さ
ん
は
息

子
さ
ん
が
白
血
病
を
発
症
さ
れ
、

20
周
年
記
念
大
会
　
こ
ぼ
れ
話

県
民
の
期
待
を
担
っ
て

記
念
事
業
を
計
画
中

山形

骨
髄
バ
ン
ク
設
立
運
動
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
映
画「
火
火
」

の
モ
デ
ル
で
も
あ
り
、
映
画
で
は

当
時
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
品
と
共
に
届
き
ま
し
た
神

山
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

設
立
20
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
記
念
品
と
し
て
お
使

い
頂
け
ま
す
事
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ッ
プ
は
、「
火
火
」
の

映
画
の
中
で
一
番
苦
し
い
生
活
の

中
を
救
っ
て
く
れ
た
製
品
で
す
の

で
、
田
中
裕
子
さ
ん
が
練
習
さ
れ

本
人
の
手
が
映
像
に
出
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
思
い

出
の
作
品
と
し
て
、
又
感
謝
を
こ

め
て
一
点
一
点
作
り
ま
し
た
。

　

息
子　

神
山
賢
一
が　

大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
事
、
厚
く
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

６
月
２
日　

神
山　

清
子

　

７
月
26
日
、
山
新
放
送
愛
の
事

業
団
の
２
０
１
０
年
度
福
祉
援

助
・
助
成
贈
呈
式
が
、山
形
メ
デ
ィ

ア
タ
ワ
ー
で
行
わ
れ
「
骨
髄
バ
ン

ク
を
支
援
す
る
や
ま
が
た
の
会
」

も
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

山
新
放
送
愛
の
事
業
団
で
は
県

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
を
基
に
、

地
道
に
活
動
を
続
け
る
施
設
・
団

体
に
毎
年
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
数
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
や
プ
リ
ン
タ
ー
を
提
供
戴
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
初
め

て
、
助
成
金
と
し
て
30
万
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
!!
の
言
葉

に
尽
き
ま
す
。

「
や
ま
が
た
の
会
」
で
は
、
設
立

15
周
年
記
念
事
業
「
医
療
講
演
会

＆
患
者
相
談
」
を
10
月
16
日
、
山

形
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
東
京
大
学
医
科
学
研

究
所
付
属
病
院
の
東
條
有
伸
先
生

に
「
白
血
病
と
の
つ
き
あ
い
方
、

過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
題
し
た

講
演
、
ま
た
、
民
間
東
海
骨
髄
バ

ン
ク
で
の
骨
髄
移
植
第
1
号
の
患

者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
さ
ん
、
２
度
提

供
し
た
「
や
ま
が
た
の
会
」
会
員

に
、
骨
髄
移
植
体
験
者
の
生
の
声

を
伺
い
ま
す
。
更
に
別
室
で
は
、

患
者
・
患
者
家
族
向
け
の
相
談
会

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
助
成
金

は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添

う
よ
う
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
準
備

金
と
し
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

（
小
野
寺
）

　　　    7月21日〜8月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
エグゼキューブ㈱	 現金� 9,100円
山田 康博	 現金� 9,880円
塩谷 泰人	 現金� 1,000円
鈴木 純子	 現金� 1,340円
匿名	 現金� 5,000円
匿名　　　　　　	 現金� 5,000円

●白血病患者支援基金
やきとりおばこ	 現金� 5,000円
プルデンシャル生命保険㈱	 現金� 404,520円
支援ナイター会場募金箱	 現金� 258,924円
樋口 勇一	 現金� 4,000円
中村 健市	 現金� 5,000円

●佐藤きち子患者支援基金
トリイ サヤカ	 現金� 10,000円
櫻井 守	 現金� 3,000円
梅原 保	 現金� 20,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会
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骨髄バンクの最新情報をお知らせする� ──────────────────────────────────────── 骨髄バンクNOW
●厚生科学審議会で骨髄バンク事業への末梢血幹細胞移植の導入
を確認
　8月5日（木）17時より、厚生労働省において、第31回厚生科
学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会が開催され、①骨髄
バンクおよびさい帯血バンクの現状について、②骨髄バンク事業
への末梢血幹細胞移植の導入について、③造血幹細胞移植におけ
るクロイツフェルト・ヤコブ病の取り扱いについて等が報告、審
議されました。
　まず、骨髄バンク事業への末梢血幹細胞移植の導入について審
議が行われました。日本造血細胞移植学会の小寺良尚会長から、
血縁者間末梢血幹細胞ドナーフォローアップ事業に関する報告が
あり、学会の定めたガイドラインを遵守する限りにおいては、末
梢血幹細胞採取ドナーの短期および中・長期の安全性が確認され
たとして、骨髄バンクが末梢血幹細胞移植の実施に向けて早急に
準備を開始することは妥当かつ必要であるとの報告がありました。
　次に、厚生労働科学研究「同種末梢血幹細胞移植を非血縁間で
行う場合の医学、医療、社会基盤に関する研究班」の主任研究員
であり、財団「PBSCTに関する委員会」委員である宮村耕一医師
から、「非血縁者間における末梢血幹細胞移植の導入に向けた安全
性および実施体制について」説明がありました。末梢血幹細胞移
植は、欧米では約10年前から実施されており標準的な医療となっ
ているが、これを導入することでドナーと患者に選択の機会が確
保され、より多くの患者の命を救うことができるとし、導入の意
義等について説明しました。また、末梢血幹細胞移植と骨髄移植

の患者の生存率を比較した図を紹介し、非寛解期においては末梢
血幹細胞移植が骨髄移植よりも生存率が高いことを報告しました。
　また、骨髄移植推進財団の坂田ドナーコーディネート部長よ
り、導入に当たっては安全性、確実性を重視することを前提とし、
G-CSF投与期間中のドナー安全管理体制、PBSC提供後のフォロー
アップ体制、健康被害発生時の体制等の検討結果を報告しました。
　説明後、委員による質疑、応答が行われた結果、骨髄バンク事
業への末梢血幹細胞移植の導入が確認されました。これを受けて、
財団では本年10月からの導入を目処とし、末梢血幹細胞採取・移
植施設認定が完了した施設から導入を開始する予定です。
　なお、当初は安全かつ確実に導入を進めるために、対象ドナーは、
①骨髄の提供履歴があること、②HLAが遺伝子レベルで8/8一致
していること、③PBSC採取施設に通院可能なこと、を条件とし
て限定的に実施していく予定です。

●変異型クロイツフェルト・ヤコブ病の対応について
　前述「1」の委員会での審議結果をふまえて、骨髄のあっせん
に係る変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に関する取り扱いにつ
いて、献血において本年1月27日より緩和された英国滞在歴に関
する献血制限に準じ、1980年から1996年の英国滞在歴の制限を、
「1日以上」（1泊以上）から「通算1カ月以上」（31日以上）に緩
和することとされました。これにより、通算30日以下の英国滞在
歴の方であれば、コーディネート進行が可能になります。その他
の部分の対応については従来どおりです。対応開始時期について

は、国からの通知が発出され次第になります。

●財団の会議開催予定
　傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込み
ください。
常任理事会　公開・一部非公開　9月15日（水）17:30〜廣瀬第1
ビル2階会議室

《財団マンスリー JMDP（8月15日発行）より抜粋》

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年7月末現在）
	 6月	 7月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,766	 3,014	 364,616	 470.954
患者登録者数	 234	 235	 2,718	 30,776
骨髄移植例数	 119	 115	 −	 11,997
20歳未満ドナー登録者	 −	 222	 12,865*1	 −
51歳以上ドナー	 204*2	 109*3	 19,239*4	 −

■7月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 847人、献血併行型集団
　登録会／ 2,037人、集団登録会／ 68人、その他／ 62人

注）数値は速報値のため次月以降に訂正
されることがあります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの
延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録
数　*4）17年9月〜

20周年事業協賛金
� （7/21〜8/20）

小林　鈴子� 3,000円

　

８
月
19
日
、
東
京
ド
ー
ム
に
於

い
て
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保

険
株
式
会
社
（
以
下
、
P
O
J
）

の
特
別
協
賛
に
よ
る
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
主
催
「
骨
髄

バ
ン
ク
支
援
ナ
イ
タ
ー
」
vs
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
戦
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

  

当
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
釧
路
・
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・

神
奈
川
か
ら
総
勢
20
名
）
と

P
O
J
の
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
緒
に
な
っ
て
、
内
野
席
２
階
コ

ン
コ
ー
ス
を
中
心
に
６
ゲ
ー
ト
・

７
ブ
ー
ス
で
、
大
き
な
声
を
出
し

な
が
ら
笑
顔
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
普

及
啓
発
活
動
・
募
金
活
動
・
ド
ナ
ー

登
録
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

約
３
時
間
の
活
動
で
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
厚
意
に
よ
り
、

多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
試
合
前

に
両
チ
ー
ム
監
督
・
選
手
代
表
へ

の
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
大
谷
会

長
の
ほ
か
、
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し

て
移
植
を
受
け
て
元
気
に
な
っ
た

笹
森
ゆ
き
の
さ
ん
、
患
者
家
族
の

代
表
と
し
て
飯
田
未
央
さ
ん
、
そ

し
て
女
優
の
東
ち
づ
る
さ
ん
も
ご

協
力
く
だ
さ
り
、
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
の
始
球
式
で
は
、
静

岡
県
在
住
・
元
患
者
の
飯
田
瞬
君

（
中
学
３
年
生
）
が
野
球
部
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
堂
々
た
る

マ
ウ
ン
ド
捌
き
か
ら
低
め
い
っ
ぱ

い
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
投
じ
、
ロ
ッ

テ
・
西
岡
選
手
の
バ
ッ
ト
が
空
を

切
る
と
観
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
内
野
自
由
席
に
は
約
30

名
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
を
ご
招
待
し
、
プ
ロ
の
華

麗
な
プ
レ
ー
を
堪
能
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

試
合
は
残
念
な
が
ら
日
本
ハ
ム

が
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株
式
会

社
よ
り
、
当
日
の
入
場
者
数
及
び

両
チ
ー
ム
の
合
計
ヒ
ッ
ト
数
に
基

づ
い
た
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
菅
原
）

◆
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株

式
会
社
　
第
二
営
業
本
部
長

�

永
田
元
久
氏

　

こ
の
度
は
暑
い
中
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

今
回
は
、
弊
社
第
二
営
業
本
部

の
一
番
町
、
東
京
第
三
、
首
都
圏

第
一
、
首
都
圏
第
八
及
び
多
摩
支

社
か
ら
総
勢
50
名
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
飛
び
入
り
で
弊
社
社
員

関
連
の
野
球
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー

が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
募
金
の
応

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

募
金
活
動
以
外
に
も
飯
田
瞬
君

の
始
球
式
や
花
束
贈
呈
な
ど
当
日

約
２
万
５
千
人
の
観
客
の
皆
様
に

も
微
力
な
が
ら
骨
髄
バ
ン
ク
の
存

在
や
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
活
動
に
少
し
で
も
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
共
で
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
是
非
と
も
お
手

伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
観
戦
さ
れ
た
田
中
俊
昭
さ
ん

　

４
年
前
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
を
発

症
、
そ
の
後
移
植
を
受
け
て
、
い

ま
で
は
愛
犬
と
散
歩
が
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
ご
縁
が

あ
っ
て
、
案
内
を
い
た
だ
き
患
者

仲
間
と
共
に
観
戦
を
し
ま
し
た
。

　

10
年
ぶ
り
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

観
戦
は
と
て
も
新
鮮
で
、
テ
レ
ビ

で
見
る
の
と
は
違
っ
て
、
グ
リ
ー

ン
の
芝
が
と
て
も
ま
ば
ゆ
か
っ
た

で
す
。
移
植
後
２
か
月
間
の
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
の
生
活
を
終
え

て
、
初
め
て
外
に
出
た
時
に
感
じ

た
新
鮮
な
感
覚
を
つ
い
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
く
つ
も
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
各
所
で
、
社
員
の
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
熱
心

に
呼
び
か
け
を
さ
れ
て
い
る
姿
を

見
て
、
元
患
者
と
し
て
は
「
多
く

の
方
々
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
な
ぁ
」
と
、
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。
22
番
ブ
ー
ス
で
は
詳

し
い
説
明
も
聞
け
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

社
会
貢
献
活
動
は
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
個
人
で
出
来
る
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
企
業

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
は
、
今
も
病
と
闘
う
患
者
仲

間
が
い
る
だ
け
に
、
と
て
も
有
り

骨髄
バンクボ

ランティアダイアルフリーダイヤル

0120-892-106
バンクに とうろく

　
思
い
を
つ
な
ぐ 

い
の
ち
を
つ
な
ぐ

　「
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
ナ
イ
タ
ー
」開
催

難
く
感
じ
ま
し
た
。

　

よ
い
機
会
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
埼
玉
の
会

�

冨
栄
　
美
穂
子
さ
ん

　

骨
髄
バ
ン
ク
支
援
ナ
イ
タ
ー
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

開
門
前
か
ら
人
、
人
、
人
…
…
。

私
も
久
し
ぶ
り
の
東
京
ド
ー
ム
で

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
。

　

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
の
社
員
さ
ん

達
と
大
き
な
声
を
上
げ
て
の
呼
び

か
け
！
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
う
ち
わ
を

持
っ
て
バ
ン
ク
へ
の
ご
支
援
、
ド

ナ
ー
登
録
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

近
く
で
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

か
わ
い
い
呼
び
か
け
。
い
つ
の
時

代
も
子
供
達
に
は
か
な
い
ま
せ
ん

ネ
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
大
勢
の

　

10
月
24
日
国
立
競
技
場
に
お
い

て
「
2
0
1
0
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
移
植
者
協

議
会
ほ
か
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
患
者
さ
ん
や
ド
ナ
ー

さ
ん
と
共
に
骨
髄
バ
ン
ク
を
応
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
疾
走
し
ま
す
。

既
に
Ｈ
Ｐ
等
で
ラ
ン
ナ
ー
募
集
し

た
と
こ
ろ
３
キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
部
門
と
駅
伝
部
門
に
応

方
々
に
募
金
の
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
の
皆
さ
ん
と
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
と
の
楽
し

い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
中
学
３
年
生
の
元
患
者

さ
ん
の
始
球
式
も
感
動
で
し
た
！

　

全
国
協
議
会
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
分
か
ち
合
お
う
命
の
素
晴
ら
し
さ

　
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
頂
い
た
ラ
ン
ナ
ー
の
方
に

は
、
当
日
た
す
き
を
掛
け
て
骨
髄

バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
し
つ
つ
、
コ
ー

ス
を
駆
け
抜
け
て
も
ら
い
ま
す
。

「
走
れ
な
い
け
ど
骨
髄
バ
ン
ク
を

応
援
し
た
い
…
」
と
い
う
方
は
沿

道
の
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ラ
ン
ナ
ー
に

託
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
当
日
は
臓
器
移
植
を

受
け
た
ラ
ン
ナ
ー
も
走
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
す
べ
て
の
ラ

ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

参加お申し込みは事務局まで
　Tel	 03-3356-8217
　Fax	 03-3356-8637
　e-mail　info@marrow.or.jp

バックスクリーンで支援ナイターの紹介

PRブースで熱心な呼びかけ

女優の東ちづるさんも花束贈呈に参加

力のこもった始球式

入場者数＆ヒット数に乗じたご寄付をいただきました


